
プログラム

第12回の『広島胃瘻と経腸栄養療法研究会』（略称：広島ページェント）は，「多職種チームアプローチによる胃瘻管
理～造設前から経口摂取獲得への再挑戦～」という企画です．
ある典型的患者の実際経過を通して学び、多職種の意見・経験・アプローチを共有します．
胃瘻造設器具や栄養剤などの製品展示もあります．恒例となった企画「胃瘻なんでも相談室」では日頃の疑問を専
門家から直接お聞きください．各医療職種のみなさまはもちろん，一般市民のみなさまも奮ってご参加ください．

○日 時 ：平成29年3月18日（土曜日） 午後1時00分～

○会 場 ：広島国際会議場 ヒマワリ・ダリア

○お申込方法 ： ホームページから，もしくは参加申込書にご記入の上 ＦＡＸにてお申込み下さい．

HP ： http://www.pegent.org Fax：0829-36-5573（徳毛宛）

○お申込〆切 ： 平成28年3月16日（木曜日）

○定 員 ： 600名 ※定員に達し参加をお受けできない場合に限り、折り返し参加不可の連絡を差し上げます．

○参 加 費 ： 医師 ： 2,000円 メディカルスタッフ・一般 ： 1,000円

受付（ヒマワリ） （12：30～）

講演会場 メインテーマ

「多職種チームアプローチによる胃瘻管理
～造設前から経口摂取獲得への再挑戦～」（13：00～）

症例：81歳，男性．右中大脳動脈のアテローム血栓性脳梗塞にて救急搬送．急性期治療後
は左半側空間無視・左麻痺および嚥下障害が残り，胃瘻による経管栄養が推奨された
が本人・家族は拒否，経鼻栄養カテーテルにて22病日にリハビリテーションへ転院．

●セッション①
AHNの判断は？・・・リハビリ医師， 家族の本音は？・・・胃瘻管理看護師，
胃瘻造設の実際は？・・・医師

＜休憩・・・・・展示会場での特別企画へ＞
●セッション②

嚥下リハと口腔ケアは？・・・ST， 退院前後の社会的サポートは？・・・MSW，
●総合討論 ～この患者さんは幸せだったか？～

広島 胃瘻と経腸栄養療法研究会（広島ページェント）
広島県医師会，広島県栄養士会，広島県看護協会，広島県消化器内視鏡技師会，広島県薬剤師会，

広島県病院薬剤師会，広島県言語聴覚士会，PEG在宅医療研究会，NPO法人PEGドクターズネットワーク，
中国新聞社，広島市

主 催：

後 援：

●協力企業からのとっておきの製品情報や実演など，お役立ち情報でいっぱい！
●特別企画① 胃瘻管理のポイント ～胃瘻なんでも相談室～

胃瘻造設管理や栄養に関する疑問に専門家が直接お答えいたします
●特別企画② 経口摂取獲得への再挑戦 ～リハビリテーションスタッフの役割～

OTによる食事介助ポジショニング実技

展示会場（ダリア） 胃瘻栄養療法の器具と栄養剤など （12：30～17：00）


